
都城市市民意識調査

市では、市民の意見を市政に反映させるため、７月に「ふれあいアンケート」を実施しました。
今回は、20歳以上の約13万人の市民の中から無作為に選んだ4,000人を対象に、都城市の住み心地
や健康づくり、窓口業務、総合文化ホール、国際交流・多文化共生、定住促進、市政への要望に
ついて調査を行いました。回答者は1,407人で、回答率は35.2％でした。
詳細な結果は、市のホームページに掲載しています。
 ◎問い合わせ　秘書広報課　☎ 23-3174

◇男女別
性　別 回答者 比　率
男　性 570 人 40.5 %
女　性 809 人 57.5 %
無回答 28 人 2.0 %

◇年代別
年　代 回答者 比　率
20代 105 人 7.5 %
30代 182 人 12.9 %
40代 181 人 12.9 %
50代 244 人 17.3 %
60代 385 人 27.4 %

70歳以上 293 人 20.8 %
無回答 17 人 1.2 %

◇地区別
地区名 回答者 比　率
姫　城 118 人 8.4 %
小松原 104 人 7.4 %
妻ケ丘 158 人 11.2 %
祝　吉 142 人 10.1 %
五十市 143 人 10.2 %
横　市 108 人 7.7 %
沖　水 117 人 8.3 %
志和池 52 人 3.7 %
庄　内 58 人 4.1 %
西　岳 19 人 1.3 %
中　郷 74 人 5.3 %
山之口 51 人 3.6 %
高　城 96 人 6.8 %
山　田 63 人 4.5 %
高　崎 70 人 5.0 %
無回答 34 人 2.4 %

《回答者の内訳》

ふれあいアンケートの結果

やや住みにくい
8.0％

住みにくい
1.4％

まあ住みやすい
52.3％

住みやすい
36.2％

現在地およびその
周辺に住みたい
67.9％市内の他の地域に

住みたい
7.4％

市内には
住みたくない
1.9％

無回答
2.1％

無回答
10.0％

はは

分からない
12.8％

都城市の住み心地をどう感じていますか？

これからも都城に住み続けたいですか？

Q

Q

◎
解
説

　

住
み
心
地
に
つ
い
て
は
、
88
・
５
㌫

の
人
が
、都
城
市
は「
住
み
や
す
い
」「
ま

あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
て
、
前

年
度
の
調
査
よ
り
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
に
み
る
と
、「
住
み
や
す
い
」

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
答
え
た
の
は
、

60
代
の
93
・
５
㌫
が
最
も
多
く
、
逆
に

最
も
少
な
い
の
は
20
代
の
82
・
８
㌫
で

し
た
。

　

地
区
別
に
み
る
と
、「
住
み
や
す
い
」

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る

地
区
の
上
位
は
、
横
市
地
区
（
97
・
２

㌫
）、
庄
内
地
区
（
93
・
１
㌫
）、
高
城

地
区
（
92
・
７
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、「
住
み
に
く
い
」「
や
や
住

み
に
く
い
」
と
感
じ
て
い
る
地
区
は
、

高
崎
地
区
（
18
・
６
㌫
）、
西
岳
地
区

（
15
・
８
㌫
）、
山
之
口
地
区
（
15
・
７

㌫
）
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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ス
テ
ッ
プ
運
動
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

　

健
康
づ
く
り

　

窓
口
業
務

窓
口
を
利
用
し
て
、
ど
の
よ
う

に
思
い
ま
し
た
か
？

窓
口
を
利
用
し
て
、
良
か
っ
た

と
感
じ
た
点
は
？

（
複
数
回
答
可
・
上
位
５
位
）

窓
口
を
利
用
し
て
、
悪
か
っ
た

点
は
？
（
複
数
回
答
可
・
上
位
５
位
）

ふれあい
アンケートの結果

無回答
2.6％

無回答
1.3％

無回答
3.5％

無回答
4.2％

している
30.4％

過去にした
ことがある
47.4％

満足
31.3％

やや満足
46.6％

やや不満
13.7％

不満
4.9％

したことが
ない
41.1％

現在している
10.2％

毎日
44.4％

していない
67.0％

週に 2～ 3回
40.2％

週に 1回
8.6％

月に 2～ 3回
2.6％

１
日
20
分
以
上
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
い
ま
す
か
？

（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
と
回
答
し
た
人
に
）

ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
歩
い
て

い
ま
す
か
？

Q Q

Q

QQ

Q

◎
解
説　

　

１
日
20
分
以
上
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

「
し
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は
30
・
４

㌫
で
、
そ
の
う
ち
「
毎
日
」
歩
い
て
い

る
人
は
44
・
４
㌫
、「
週
に
２
〜
３
回
」

歩
い
て
い
る
人
は
40
・
２
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。
逆
に
「
し
て
い
な
い
」
と
答

え
た
人
は
、
67
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

と
も
に
推
奨
し
て
い
る
ス
テ
ッ
プ
運

動
（
踏
み
台
を
昇
り
降
り
す
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）
の
普
及
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
（
50
・

９
㌫
）
の
う
ち
、「
現
在
し
て
い
る
」「
過

去
に
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人

は
57
・
６
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
解
説　

　

窓
口
を
利
用
し
て
「
満
足
」「
や
や

満
足
」
と
答
え
た
人
は
、
全
体
の
77
・

９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
窓
口
を
利
用
し
て
良
か
っ
た

点
に
つ
い
て
は
、
１
位
が
「
職
員
の
対

応
が
丁
寧
」、
２
位
が
「
職
員
の
対
応

が
速
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

悪
か
っ
た
点
に
つ
い

て
は
、
１
位
が
「
申

請
書
の
記
入
例
な
ど

が
分
か
り
に
く
い
」、

２
位
が
「
職
員
の
対

応
が
遅
い
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

職員の対応が丁寧

職員の対応が丁寧
でない

職員の対応が速い

職員の対応が遅い

番号表示機の案内が
分かりやすい

番号表示機の案内が
分かりにくい

申請書の記入例など
が分かりやすい

申請書の記入例など
が分かりにくい

窓口への案内表示が
分かりやすい

窓口への案内表示が
分かりにくい

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

0％ 5％ 10％ 15％

33.9％

19.6％

15.8％

11.0％

9.8％

14.5％

13.2％

11.5％

11.4％

3.7％
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過
去
１
年
間
に
総
合
文
化
ホ
ー

ル
を
利
用
、
ま
た
は
訪
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

都
城
市
が
中
国
重
慶
市
江こ

う
し
ん津

区

や
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
と
の
友
好
交
流
都
市
の
提

携
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

催
し
物
の
情
報
は
ど
う
や
っ
て

入
手
し
ま
す
か
？

（
複
数
回
答
可
・
上
位
８
位
）

あ
な
た
が
交
流
し
て
い
る
外
国

の
人
の
国
籍
は
ど
こ
で
す
か
？

（
複
数
回
答
可
）

今
後
、
ど
の
よ
う
な
催
し
物
を

開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
か
？

（
複
数
回
答
可
・
上
位
9
位
）

外
国
人
と
の
交
流
を
進
め
る
上

で
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

有
効
だ
と
思
い
ま
す
か
？

（
上
位
６
位
ま
で
）

　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　

国
際
交
流
・
多
文
化
共
生

Q

Q

QQ

Q

Q市の広報紙

寄席・漫才

演歌・歌謡曲

ミュージカル

オーケストラ

演劇

海外の伝統芸能

邦楽（三味線・太鼓など）

各種楽器のソロ・アンサンブル

ジャズ・ラテン音楽など

新聞

ポスター・チラシ

テレビ（一般放送）

ケーブルテレビ

ラジオ

MJ情報誌

市のホームページ

中国語教室

江津区の青少年との交流

江津区への友好訪問団

経済交流（物産展など）

無回答
1.4％

無回答
5.7％

無回答
6.0％

アメリカ
26.2％

中国
22.2％

その他
16.1％

フィリピン
15.4％

イギリス
8.1％

韓国
6.0％

年 1～ 2回
38.6％

ウランバートル
市との提携のみ
知っている
28.1％

どちらとも
知らない
51.2％

両方との提携を
知っている 12.5％

江津区との
提携のみ
知っている
2.5％

年 3～ 5回
13.9％

年 6回以上
5.5％

全くない
40.6％

◎
解
説　

　

過
去
１
年
間
の
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の

利
用
回
数
に
つ
い
て
は
、「
１
〜
２
回
」

と
答
え
た
人
が
38
・
６
㌫
、「
３
〜
５
回
」

と
答
え
た
人
は
13
・
９
㌫
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

催
し
物
の
情
報
の
入
手
方
法
つ
い
て

は
、「
広
報
紙
」
が
23
・
5
㌫
と
最
も

高
く
、「
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
」、「
テ

レ
ビ（
一
般
放
送
）」と
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
開
催
し
て
ほ
し
い
催
し
物

に
つ
い
て
は
、１
位
が
「
寄
席
・
漫
才
」、

２
位
が
「
演
歌
・
歌
謡
曲
」、
３
位
が

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
解
説

　

友
好
交
流
都
市
の
認
知
度
に
つ
い
て

は
、「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
」
の
み
が

28
・
１
㌫
、「
江
津
区
」の
み
が
２
・
５
㌫
、

「
両
方
を
知
っ
て
い
る
」
が
12
・
５
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
住
む
外
国
の
人
と
交

流
が
「
あ
る
」
と
答
え
た
人
（
８
㌫
）

の
う
ち
交
流
が
あ
る
外
国
の
人
の
国
籍

は
、
１
位
が
「
ア
メ
リ
カ
」、
２
位
が

「
中
国
」、３
位
が
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
で
、

以
下
、イ
ギ
リ
ス
、韓
国
、モ
ン
ゴ
ル
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

23.5％
16.4％
16.2％

7.3％

1.7％
3.6％
4.0％
4.9％

0％ 10％ 20％ 30％

0％ 5％ 10％ 15％ 20％

0％ 5％ 10％ 15％

15.0％
14.7％
8.8％
7.7％
6.5％

3.9％
4.0％
4.6％
5.6％

都城市在住中国人との
交流・支援

生活援助物資・寄付金
の提供

11.8％

6.6％

5.9％

4.4％

3.8％

3.5％

（
外
国
人
と
交
流
が
あ
る
と
回
答
し
た
人
に
）
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都
城
市
に
転
入
し
た
と
き
、
ど

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
か
？

（
複
数
回
答
可
・
上
位
５
位
ま
で
）

本
市
が
三
股
町
や
曽
於
市
、
志

布
志
市
と
「
都
城
広
域
定
住
自

立
圏
」
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
３

市
１
町
は
ど
ん
な
分
野
で
連
携

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？

（
３
つ
ま
で
回
答
可
・
上
位
６
位
）

ふれあい
アンケートの結果

　

定
住
促
進

  

市
政
へ
の
要
望

QQ

Q

Q

学校・病院に関す
る情報提供

安心して医療を受け
られる体制づくり

企業誘致による産業の振興

道路など交通インフラの整備

地域で活動する人材の育成

他地域などとの交流・観
光の振興

雇用の創出

市の案内マップな
どの配布

問い合せ窓口につ
いての情報提供

趣味・生涯学習に
関する情報提供

転入者向けの講座
（方言・料理・風習など）

特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
も
の

を
5
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。（
上
位
13
位
）

無回答
4.8％

知っている
27.0％

知らない
63.3％

よく知っている
4.9％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

39.6％

24.7％

22.6％

15.7％

13.5％

12.9％

31.5％

24.2％

19.5％

14.5％

12.9％

12.5％

12.2％

商店街の活性化

防犯対策

企業誘致

生活道路や側溝の整備

救急医療対策

福祉対策

余暇利用施設の整備

自然災害対策

病気の予防と健康増進

公害対策

河川浄化や環境保全

交通安全対策

幹線道路やバイパスなどの整備

◎
解
説

　

本
市
へ
転
入
し
た
と
き
、
必
要
な
情

報
に
つ
い
て
は
、「
学
校
・
病
院
」「
市

の
案
内
マ
ッ
プ
」「
サ
ー
ビ
ス
の
問
い

合
わ
せ
窓
口
」
の
上
位
３
位
で
、
73
・

４
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
市

１
町
で
つ
く
る
都
城
広
域
定
住
自
立
圏

に
つ
い
て
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」「
知
っ

て
い
る
」
と
答
え
た
人
は
、
全
体
の

31
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
定
住
を

促
進
す
る
た
め
に
連
携
す
べ
き
分
野
に

つ
い
て
は
、
１
位
は
「
医
療
体
制
づ
く

り
」、
２
位
は
「
雇
用
の
創
出
」、
３
位

は
「
産
業
の
振
興
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
解
説

　

昨
年
度
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る

と
、「
商
店
街
の
活
性
化
」
が
引
き
続

き
１
位
で
、
昨
年
３
位
で
あ
っ
た
「
企

業
誘
致
」
が
２
位
へ
上
昇
、
ま
た
、
一

昨
年
ま
で
４
年
連
続
１
位
、
昨
年
２
位

で
あ
っ
た
「
福
祉
対
策
」
は
５
位
へ
後

退
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
と
比
較
し
て
特
に
順
位
が
上
昇

し
た
の
は
、「
自
然
災
害
対
策
」
が
９

位
か
ら
７
位
へ
、「
交
通
安
全
対
策
」

が
14
位
か
ら
11
位
へ
、「
幹
線
道
路
や

バ
イ
パ
ス
な
ど
の
整
備
」
が
17
位
か
ら

12
位
へ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
別
で
み
る
と
、男
性
の
１
位
が「
企

業
誘
致
」、
２
位
は
「
商
店
街
の
活
性

化
」、
３
位
は
「
生
活
道
路
や
側
溝
の

整
備
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
１

位
は「
商
店
街
の
活
性
化
」、２
位
は「
企

業
誘
致
」、
３
位
は
「
救
急
医
療
対
策
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
は
、
昨
年
度
に
20
代
・
40

代
・
60
代
で
１
位
と
な
っ
た
「
商
店
街

の
活
性
化
」
が
、
50
代
を
除
く
全
て
の

年
代
で
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
別
で
は
、
姫
城
・
小
松
原
・
妻

ケ
丘
・
祝
吉
・
五
十
市
・
横
市
・
沖
水
・

志
和
池
・
中
郷
・
山
之
口
・
高
城
地
区

で
「
商
店
街
の
活
性
化
」、
庄
内
・
山

田
・
高
崎
地
区
で
「
救
急
医
療
対
策
」、

西
岳
地
区
で
「
生
活
道
路
や
側
溝
の
整

備
」
が
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

27.5％

26.1％

19.8％

8.8％

5.8％

0％ 10％ 20％ 30％

0％ 10％ 20％ 30％

23.4％

18.0％

17.9％

11.4％

7.6％

6.6％

（
転
入
者
を
対
象
に
）
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